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当保険商品は、現在、新規のお申し込みをお受けしておりません。
当資料は、特別勘定の運用実績等をご契約者さまへお知らせするための資料であり、生命保険契約の募集および投資信
託の勧誘を目的としたものではありません。また、予告なしに当資料の内容が変更、廃止される場合がありますのであらか
じめご了承ください。
アクサ生命は、「運用環境の主な状況」などを信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、その正確性・完全
性については、これを保証するものではありません。また、「運用実績・状況」に係る内容はいかなるものも過去の実績であ
り、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
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運用環境の主な状況

■ 日本株式市場

■ 外国株式市場

■ 日本債券市場

■ 外国債券市場

■ 外国為替市場

※上記の内容は過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

　米ドル/円相場は前月末比-8.63円の152.44円となりました。FRB（連邦準備制度理事会）による利下げ観測と月末の日銀に
よる追加利上げを受けて、日米金利差が縮小するとの見方から、米ドルは対円で150円台前半に急落しました。

　ユーロ/円相場は前月末比-7.44円の164.89円となりました。ECB（欧州中央銀行）が緩やかに利下げを行うとの観測と月末
の日銀による追加利上げを受けて、日欧金利差が縮小するとの見方からユーロは対円で下落しました。
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（2024年7月末現在）

　日本株式市場は小幅下落し、TOPIX（東証株価指数）は前月末比-0.55%の2,794.26ポイントとなりました。日本の株式市場は
振れの大きい展開となり、月上旬は米国市場が上昇した影響等から海外投資家の買いが優勢となり、日経平均株価が最高
値を更新するなど上昇しましたが、その後半導体関連銘柄などに売りが出て急反落しました。

日本小型株式市場は下落しました。

　米国株式市場は上昇し、NYダウ工業株30種は前月末比+4.41%の40,842.79ドルとなりました。米国株式市場は、ハイテク株
が調整したものの、FRB（連邦準備制度理事会）が9月にも利下げを開始し、米国の景気がソフトランディングに向かうとの期
待が高まったこと等から上昇しました。

　欧州株式市場は上昇し、独DAX指数は前月末比+1.50%、仏CAC40指数は前月末比+0.70%となりました。欧州の株式市場
は、米国株式市場の上昇を受けて反発しました。

　新興国株式市場は下落しました。先進国リート市場は上昇しました。

 日本の国債市場において、10年国債の金利はほぼ横這いの動きとなり、月末には1.056%となりました（前月末1.057%)。日銀
による7月会合で利上げが行われたことと米国の長期金利の低下の強弱材料が拮抗し、長期金利は横這いの動きとなりまし
た。

　米国債券市場において、10年国債の金利は低下（価格は上昇）し、月末には4.030%となりました（前月末4.396%）。物価指標
が市場予想を下回ったことや、FRB（連邦準備制度理事会）議長の発言の中で9月利下げの可能性を示唆したこと等から、米
国の長期金利は低下しました。
　米国ハイ・イールド債券市場は価格が上昇しました。
　
　欧州債券市場においては、独10年国債の金利は低下（価格は上昇）し、月末には2.304%となりました（前月末2.500%）。ECB
（欧州中央銀行）は7月会合で政策金利を据え置いたものの、米国長期金利の低下の影響等を受けて欧州の長期金利は低
下しました。



特別勘定の運用方針/運用状況

■ 特別勘定の運用方針

■ 利用する投資信託

■ 特別勘定のINDEXの推移 　　※特別勘定のINDEXは特別勘定で利用している投資信託の基準価額とは異なります。

※特別勘定のINDEXは、２０００年８月１日を１．００として計算しています。
※騰落率は、当月末における、上記各期間のINDEXの変動率を表しています。

■ 特別勘定資産の内訳　千円単位

※金額の単位未満は切捨てとしました。また、比率については小数点第ニ位を四捨五入しています。

※上記の内容は過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

合計 51,998,236 100.0 －
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5,313,374 10.2 P.5

債券 アクサ ローゼンバーグ・日本債券ファンド（B）　〈適格機関投資家私募〉 23,398,545 45.0 P.6

株式

アクサ ローゼンバーグ・日本株式ファンド（A）　〈適格機関投資家私募〉 13,166,562 25.3 P.3

アクサ ローゼンバーグ・米国株式ファンド（A）　〈適格機関投資家私募〉 7,704,068 14.8 P.4

アクサ ローゼンバーグ・欧州株式ファンド（A）　〈適格機関投資家私募〉

銘柄 金額 % 参照頁

現預金・その他 2,415,684 4.6 －

設定来

1.663 △ 0.50 1.47 4.58 8.20 13.05 66.28

2024年7月末 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年

(2024年7月末現在)

日本国債をはじめとする債券及び日本・米国・欧州の株式に分散投資することにより、中長期での資産の安定的な成長をめざします。外
貨建資産については、原則として為替ヘッジを行います。基本資産配分は、株式５０％程度、債券５０％程度とします。
運用の決定にあたっては、収益性、安全性、流動性に配慮し、運用環境の動向に応じた資産配分を行います。
（特別勘定の運用は、アクサ生命保険株式会社　ＡＬＭ＆特別勘定運用部が行います。）

委託会社...アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社
投資信託...アクサ ローゼンバーグ・日本株式ファンド（A）〈適格機関投資家私募〉
　　　　　　　アクサ ローゼンバーグ・米国株式ファンド（A）〈適格機関投資家私募〉
　　　　　　　アクサ ローゼンバーグ・欧州株式ファンド（A）〈適格機関投資家私募〉
　　　　　　　アクサ ローゼンバーグ・日本債券ファンド（B）〈適格機関投資家私募〉

INDEX 騰落率（%）
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［ご参考　主な投資対象とする投資信託の運用実績・状況］

アクサ ローゼンバーグ・日本株式ファンド（A）　〈適格機関投資家私募〉
アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社

■ 投資信託の特徴

■ 純資産総額 ■ 設定日 ■ 基準価額・ベンチマーク（BM）騰落率　表示桁数未満四捨五入

■ ベンチマーク

東証株価指数（TOPIX）

■ 基準価額の推移

■ 株式組入上位10銘柄 銘柄数：100 ■ 株式組入上位5業種(%)

■ 市場別構成比率(%)

(2024年7月末現在)

マザーファンド受益証券への投資を通じて、実質的に、主として日本の株式を対象に投資を行い、信託財産の中長期的な成
長を図ることをめざします。定量スクリーニングによって割安度が高く、かつ成長性の高い銘柄を中心に投資します。

163 億円 2000年8月3日 % 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年 設定来

基準価額 △ 0.92 2.80 11.74 24.45 51.99 161.27

88.47

差異 △ 0.37 0.94 2.20 4.14 5.01 72.80

BM △ 0.55 1.86 9.53 20.31 46.98

※基準価額の騰落率は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。また、実際の投資家利回りとは異なります。
※TOPIXに関する著作権等の知的財産権その他一切の権利は株式会社ＪＰＸ総研又はＪＰＸ総研のグループ会社に帰属します。

※設定日の前日を10,000として指数化しています。(税引前分配金再投資）

銘柄 業種 % 1 電気機器 21.32

7.73

2 三井住友フィナンシャルグループ 銀行業 3.43 3 輸送用機器 7.28

1 トヨタ自動車 輸送用機器 4.38 2 銀行業

6.29

4 日立製作所 電気機器 2.47 5 化学 6.23

3 ソニーグループ 電気機器 3.19 4 機械

6 みずほフィナンシャルグループ 銀行業 2.18

7 ＴＤＫ 電気機器 2.14

5 アドバンテスト 電気機器 2.28

9 ソフトバンクグループ 情報・通信業 2.00 スタンダード市場 0.96

8 三井物産 卸売業 2.06 プライム市場 98.50

現金等 0.54

※「株式組入上位10銘柄」「株式組入上位5業種」「市場別構成比率」はマザーファンドの状況で、純資産総額を100%として計算したものです。

※上記の内容は、ご参考情報として運用会社からの情報を提供するものであり、アクサ生命は内容について一切の責任を負いません。
※資料中の運用実績に関するいかなる内容も過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
※特別勘定資産は、投資信託を利用している部分の他に、保険契約の異動等に備える部分（現金等）を加えて構成されています。
   後者の部分については、 利用する投資信託の委託会社の裁量の範囲外となります。 3/7
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［ご参考　主な投資対象とする投資信託の運用実績・状況］

アクサ ローゼンバーグ・米国株式ファンド（A）　〈適格機関投資家私募〉
アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社

■ 投資信託の特徴

■ 純資産総額 ■ 設定日 ■ 基準価額・ベンチマーク（BM）騰落率　表示桁数未満四捨五入

■ ベンチマーク

S&P500種株価指数

（為替ヘッジコスト相当分を調整して得たもの/円ベース）

■ 基準価額の推移

■ 株式組入上位10銘柄 銘柄数：243 ■ 株式組入上位5業種(%)

(2024年7月末現在)

マザーファンド受益証券への投資を通じて、実質的に、主として米国の企業が発行する株式を対象に投資を行い、個別銘柄
の市場価格が、適正と考えられる価格に比べて過小に評価されていると判断される「割安株」（バリュー株）を選別してポート
フォリオを構築することで、ベンチマークを中長期的にみて、安定的に上回る運用をめざします。外貨建資産については、原則
として為替ヘッジを行います。

77 億円 2001年10月16日 % 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年 設定来

基準価額 △ 1.10 5.18 6.44 10.91 8.51 320.09

221.05

差異 0.26 0.41 △ 0.86 △ 1.01 △ 1.40 99.04

BM △ 1.36 4.77 7.30 11.93 9.91

※基準価額の騰落率は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。また、実際の投資家利回りとは異なります。
※S&P500種株価指数に関する一切の知的財産権その他一切の権利はS&P ダウ・ジョーンズ・インデックス社に帰属しています。

※設定日の前日を10,000として指数化しています。(税引前分配金再投資）

銘柄 国名 業種 % 1 ソフトウェア・サービス 14.00

半導体・半導体製造装置 10.50

2 MICROSOFT CORP アメリカ ソフトウェア・サービス 7.00 3 テクノロジー・ハードウェアおよび機器 10.09

1 APPLE INC. アメリカ テクノロジー・ハードウェアおよび機器 7.06 2

医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 8.28

4 ALPHABET INC-CL A アメリカ メディア・娯楽 3.86 5 金融サービス 8.23

3 NVIDIA CORP アメリカ 半導体・半導体製造装置 5.76 4

5 AMAZON.COM INC. アメリカ 一般消費財・サービス流通・小売り 3.60

6 META PLATFORMS INC-CLASS A アメリカ メディア・娯楽 2.21

7 BERKSHIRE HATHAWAY INC. アメリカ 金融サービス 1.63

8 BROADCOM INC アメリカ 半導体・半導体製造装置 1.37

※ 「株式組入上位10銘柄」「株式組入上位5業種」はマザーファンドの状況で、純資産総額を100％として計算したものです。

※上記の内容は、ご参考情報として運用会社からの情報を提供するものであり、アクサ生命は内容について一切の責任を負いません。
※資料中の運用実績に関するいかなる内容も過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
※特別勘定資産は、投資信託を利用している部分の他に、保険契約の異動等に備える部分（現金等）を加えて構成されています。
   後者の部分については、 利用する投資信託の委託会社の裁量の範囲外となります。 4/7

9 ELI LILLY & CO アメリカ 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 1.31

10 ABBVIE INC. アメリカ 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 1.25
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［ご参考　主な投資対象とする投資信託の運用実績・状況］

アクサ ローゼンバーグ・欧州株式ファンド（A）　〈適格機関投資家私募〉
アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社

■ 投資信託の特徴

■ 純資産総額 ■ 設定日 ■ 基準価額・ベンチマーク（BM）騰落率　表示桁数未満四捨五入

■ ベンチマーク

MSCI欧州株価指数

（為替ヘッジコスト相当分を調整して得たもの/円ベース）

■ 基準価額の推移

■ 株式組入上位10銘柄 銘柄数：156 ■ 株式組入上位5カ国（%）

■ 株式組入上位5業種（%）

(2024年7月末現在)

マザーファンド受益証券への投資を通じて、実質的に、主として欧州地域の企業が発行する株式を対象に投資を行い、個別
銘柄の市場価格が、適正と考えられる価格に比べて過小に評価されていると判断される「割安株」（バリュー株）を選別して
ポートフォリオを構築することで、ベンチマークを中長期的にみて、安定的に上回る運用をめざします。外貨建資産について
は、原則として為替ヘッジを行います。

53 億円 2001年10月16日 % 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年 設定来

基準価額 △ 0.60 0.86 6.73 7.97 11.39 97.17

34.33

差異 △ 0.28 1.48 3.11 3.82 7.50 62.84

BM △ 0.32 △ 0.62 3.62 4.15 3.89

※基準価額の騰落率は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。また、実際の投資家利回りとは異なります。
※MSCI欧州株価指数に関する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI Inc．に帰属します。

※設定日の前日を10,000として指数化しています。(税引前分配金再投資）

銘柄 国名 業種 % 1 イギリス 20.10

スイス 16.71

2 ASML HOLDING NV オランダ 半導体・半導体製造装置 3.39 3 ドイツ 15.82

1 NOVO NORDISK A/S-B デンマーク 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 3.39 2

フランス 14.34

4 ROCHE HOLDING AG スイス 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 2.39 5 オランダ 9.18

3 NOVARTIS AG スイス 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 2.79 4

5 HSBC HOLDINGS PLC イギリス 銀行 2.08

6 NESTLE SA スイス 食品・飲料・タバコ 1.96

7 ASTRAZENECA PLC イギリス 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 1.75

8 ABB LTD スイス 資本財 1.66 1 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 13.99

9 GSK PLC イギリス 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 1.60 2 資本財 13.02

10 SHELL PLC-NEW イギリス エネルギー 1.57 3 銀行 9.65

※ 「株式組入上位10銘柄」「株式組入上位5ヵ国」「株式組入上位5業種」はマザーファンドの状況で、純資産総額を100％として計算した
　　ものです。

※上記の内容は、ご参考情報として運用会社からの情報を提供するものであり、アクサ生命は内容について一切の責任を負いません。
※資料中の運用実績に関するいかなる内容も過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
※特別勘定資産は、投資信託を利用している部分の他に、保険契約の異動等に備える部分（現金等）を加えて構成されています。
   後者の部分については、 利用する投資信託の委託会社の裁量の範囲外となります。 5/7

4 保険 7.93
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［ご参考　主な投資対象とする投資信託の運用実績・状況］

アクサ ローゼンバーグ・日本債券ファンド（B）　〈適格機関投資家私募〉
アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社

■ 投資信託の特徴

■ 純資産総額 ■ 設定日 ■ 基準価額・ベンチマーク（BM）騰落率　表示桁数未満四捨五入

■ ベンチマーク

ブルームバーグ・日本総合（3‐7年）インデックス

■ 基準価額の推移

■ 債券組入上位銘柄 ■ 格付別構成比率(%)

■ 債券種別構成比率(%)

■ ファンド情報

(2024年7月末現在)

マザーファンド受益証券への投資を通じて、実質的に、原則としてわが国の公社債に投資を行い、ベンチマークを中長期的に
みて、上回る運用をめざします。外貨建資産に投資した場合は、原則として為替ヘッジを行います。

236 億円 2000年12月21日 % 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年 設定来

基準価額 △ 0.03 △ 0.06 0.11 0.03 △ 1.15 17.26

20.32

差異 0.19 0.56 1.37 1.43 1.12 △ 3.06

BM △ 0.22 △ 0.61 △ 1.26 △ 1.41 △ 2.26

※基準価額の騰落率は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。また、実際の投資家利回りとは異なります。
※ブルームバーグ・ファイナンス・エル・ピーおよびその関係会社またはブルームバーグのライセンサーは、ブルームバーグ・
   日本総合（3‐7年）インデックスに対する一切の独占的権利を有しています。

※設定日の前日を10,000として指数化しています。(税引前分配金再投資）

銘柄名 国名 Moody's S&P % ＡＡＡ 0.00

1 ＢＮＰパリバ フランス Baa1 A- 10.99 ＡＡ 0.00

A 77.59

3 シティグループ アメリカ A3 BBB+ 6.17 ＢＢＢ 22.41

2 第３７４回利付国債（１０年） 日本 - A+ 7.83

ＢＢ以下（無格付含） 0.00

5 第７回ＨＳＢＣホールディングス イギリス A3 A- 4.01

4 第１７０回利付国債（５年） 日本 - A+ 5.98

国債 22.60

地方債 0.96

平均格付 A 特殊債・財投債 1.42

6 ＨＳＢＣホールディングス イギリス A3 A- 3.88

その他 0.00

短期資産等 2.10

※「債券組入上位銘柄」「格付別構成比率」「債券種別構成比率」はマザーファンドの状況で、純資産総額を100％として計算したものです。
※海外格付機関の格付を優先し、海外格付機関の格付取得の無い発行体は国内格付機関の格付けを採用します。
※債券種別構成比率「短期資産等」には債券先物が含まれています。

※上記の内容は、ご参考情報として運用会社からの情報を提供するものであり、アクサ生命は内容について一切の責任を負いません。
※資料中の運用実績に関するいかなる内容も過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
※特別勘定資産は、投資信託を利用している部分の他に、保険契約の異動等に備える部分（現金等）を加えて構成されています。
   後者の部分については、 利用する投資信託の委託会社の裁量の範囲外となります。 6/7

平均クーポン 1.03% 金融債 0.00

平均利回り 1.26% 社債等 72.92
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注意事項

変額保険の仕組み

変額保険のリスクについて

　変額保険とは、保険金額が「特別勘定」の資産運用実績にもとづいて変動する生命保険です。
　*特別勘定とは、変額保険にかかわる資産の管理・運用を行うもので、他の保険種類にかかわる資産とは
　　区分し、独立して管理･運用を行います。

①市場リスク
　特別勘定の資産運用には、株価の低下や為替の変動等による投資リスクがあります。場合によっては、お受け
取りになる保険金額（有期型の場合、満期保険金を含む）や解約払いもどし金額の合計額が、払い込まれた保
険料の合計額を下回る可能性があります。なお運用実績にかかわらず、死亡・高度障害時保険金は保証されて
います。

②信用リスク
　万一、引受生命保険会社が経営破綻に陥った場合、ご契約時にお約束した給付金等の金額が削減されること
があります。その場合、生命保険契約者保護機構により、保険契約者保護の措置が図られることがありますが、
この場合にも、ご契約時の給付金等の金額が削減されることがあります。
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